












仙台火力発電所を見学し、遊覧船を楽しむ

　７月 20 日宮城県七ヶ浜町において、同町の汐見小学校
と西五百川小学校の交流会が行われました。「海の子山の
子交流会」と題した地域間交流は今年１２年目を迎えます。
　今回は、西小児童など計２７人が参加。参加者は仙台火
力発電所の見学や、汐見小学校児童との交流会、塩釜から
松島へ遊覧船などで「海の町」を満喫しました。
　10 月には朝日町で「山のつどい」が予定されています。

海の子・山の子交流「海のつどい」
７
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　7 月 22 日西五百川小の 6 年生 12 人がふれあい荘を訪
れ、入所者に合奏や合唱を披露しました。
　同小では地域の協力を得て、アルミ缶やプルタブ、ペッ
トボトルキャップの回収など様々なボランティア活動に取
り組んでいます。この訪問もそうした活動の一環で、児童
たちは「歌や演奏を聞いて元気になってほしい」というあ
いさつのあと、元気いっぱいお年寄りと交流しました。

　７月 21日、大沼浮島の「島まつり」が行われました。
　沼に浮かぶ大小様々な「島」がシンボルの「大沼の浮島」。

「島まつり」とは年に一度湖畔から新たに「島」を切り出す
神事で、切り出された島には、その年の恵方に位置する旧
国名にちなんだ名前がつけられます。
　今年の島は恵方の南南西にちなんだ「駿河之島」と命名
され、氏子らの手により沼の中央に浮かべられました。

西五百川小ボランティア訪問
ふれあい荘入所者へ合奏や合唱をプレゼント

大沼浮島「島まつり」
新たに「駿河之島」が誕生７７
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　県中学校総合体育大会が７月 20 日～ 21
日行われ、朝日中男子剣道部が６年ぶり９回
目の団体優勝を果たしました。また、個人の
部でも剣道男子で今井祐太くん（大町）、柔
道女子 40kg 級で佐藤綾子さん（宿）が優
勝し、浜松市（剣道）、伊勢市（柔道）で行
われる全国大会への切符を手にしました。
　7 月 26 日には上位入賞した選手や剣道部
員約 20 人が鈴木町長のもとを訪問。選手の
代表が戦いを振り返るとともに、東北大会や
全国大会に向けた意気込みを語りました。
　入賞種目・選手は次の通りです。

【団体】
優　勝　剣道男子団体（全国・東北）
準優勝　剣道女子団体（東北）

【個人】
優　勝　剣道男子　今井祐太（全国・東北）
優　勝　柔道女子 40kg 級　佐藤綾子（全国・東北）
第 3 位　剣道男子　鈴木貴大（東北）
第 3 位　剣道女子　佐藤亜美（東北）

（　）内は出場する大会

７

剣道男子団体・個人、柔道女子個人
３部門で全国大会出場

県中総体で朝日中の活躍光る

地域の人たちの支えで成し遂げることができた優勝。とても感謝し
ています。目標としていた全国の舞台に立つことができ、本当にう
れしく思います。目標は東北大会優勝と全国大会ベスト４です。

▶剣道男子団体優勝 （男子剣道部主将）　鈴木貴大くん（大谷七）

つらい練習をがんばってきたことが報われ、うれしいです。次の
舞台でも地域の人たちに恩返しできるようがんばります。目標
は団体と同じく、東北大会優勝と全国大会ベスト４です。

▶剣道男子個人優勝　今井祐太くん（大町）

一試合一試合を大事に戦いました。当日はとても調子が良く、勝
ち進むことができました。東北大会や全国大会では結果を恐れる
ことなく、思い切り大舞台を楽しんできたいと思います。

▶柔道女子個人40kg優勝　佐藤綾子さん（宿）

20
～ 21

町長を訪問し、全国大会への意気込みを語った剣道・柔道部員（7 月 26 日）

「和合荘」関係者の尽力により開催

　７月17 日、中部地区高齢者講座「寿大学」（安藤正義学
長）で「観月流あさか舞踊（宮城県）」公演が行われました。
　現在、和合地区に建設中の「和合荘」を運営する「朝日
敬慎会」理事、大友宗一氏（名取市）の尽力で開催された
もの。今回は公開講座として、西部・北部地区からも参加
者が訪れ、懐かしい股旅の演歌メロディーにのせた楽しい
舞踊と、大正琴やオカリナの演奏を楽しみました。

寿大学公開講座「観月流あさか舞踊」
７
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朝
日
町
に
赴
任
し
て
は
や
４

カ
月
。
家
の
前
に
広
が
る
最
上

川
も
、
今
で
は
す
っ
か
り
見
慣

れ
た
景
色
に
な
り
ま
し
た
。
赴

任
当
初
、
山
の
木
々
に
は
葉
が

な
く
丸
裸
で
し
た
が
、
今
で
は

山
は
青
々
と
し
て
お
り
、
四
季

の
移
ろ
い
を
は
っ
き
り
感
じ
な

が
ら
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
大
船
木
、
今
平
、
白
倉
、

石
須
部
、
高
田
、
長
沼
、
と
い

う
６
つ
の
小
さ
な
地
域
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
り

ん
ご
の
花
摘
み
・
摘
果
や
、
な

め
こ
の
菌
打
ち
、
わ
ら
び
の
収

穫
な
ど
様
々
な
農
業
体
験
を
し

ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
も
、
特
に
私
が
新

鮮
に
感
じ
た
の
が
道
普
請
で

す
。
初
め
て
参
加
し
た
時
は
体

の
あ
ち
こ
ち
が
痛
く
な
り
ま
し

た
が
、
里
山
の
空
気
は
と
て
も

澄
ん
で
い
て
、
気
持
ち
良
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
共
同
で
作
業
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
話
す

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
作
業
後
の
慰

労
会
で
飲
む
ビ
ー
ル
は
最
高
で

し
た
！

　
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
人
足

作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
ど
れ

も
「
集
落
の
生
活
環
境
を
集
落

の
人
自
身
で
守
っ
て
い
る
」
と

実
感
で
き
る
い
い
共
同
作
業
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

都
会
で
は
こ
う
い
っ
た
住
環

境
の
管
理
の
ほ
と
ん
ど
を
業
者

に
委
託
し
ま
す
。
そ
の
方
が
効

率
は
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

人
足
仕
事
は
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
生
み
、
そ
し
て
そ
れ

を
守
り
ま
す
。
日
々
の
助
け
合

い
が
欠
か
せ
な
い
小
さ
な
集
落

で
は
と
て
も
意
味
の
あ
る
活
動

で
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

朝日町の地域おこし協力隊、緑のふるさと協力隊の４人
による連載企画がスタートしました。各隊員が日々の活
動の中で感じたことや朝日町での暮らしを語ります。

「道
みち

普
ぶ

請
しん

」で感じた地域のつながり
朝日町協力隊（緑のふるさと協力隊）　　森  太介（大船木） 

第
１
４
９
回
芥
川
賞
受
賞
作

「
爪
と
目
」
藤
野　
可
織　
著

娘
と
継
母
。父
。喪
わ
れ
た
母
。家
族
、

に
は
少
し
足
り
な
い
集
団
に
横
た

わ
る
嫌
悪
と
快
感
を
律
動
的
な
文

体
で
描
く
、
純
文
学
的
ホ
ラ
ー
。

表
題
作
ほ
か
全
３
編
を
収
録
。

第
１
４
９
回
直
木
賞
受
賞
作

「
ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
」
桜
木 

紫
乃 

著

　
湿
原
を
背
に
建
つ
北
国
の
ラ
ブ

ホ
テ
ル
。
客
、
経
営
者
家
族
、
従

業
員
は
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱
え
て

い
た
。「
非
現
実
」
を
求
め
、
扉
を

開
い
た
彼
ら
の
心
の
機
微
を
鮮
や

か
に
描
く
。

▼
図
解
１
時
間
で
ス
ピ
ー
ド
解

説
！
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
／
泉
谷

渉　
▼
こ
れ
か
ら
お
祈
り
に
い
き

ま
す
／
津
村
記
久
子　
▼
僕
僕
少

年
／
仁
木
英
之　
▼
高
校
入
試
／

湊
か
な
え　
▼
偽
文
士
日
碌
／
筒

井
康
隆　
▼
楽
園
の
蝶
／
柳
広
司

▼
そ
ん
な
に
、
変
わ
っ
た
？
／
酒

井
順
子　
▼
壺
中
の
回
廊
／
松
井

今
朝
子　
▼
な
ご
り
歌
／
朱
川
湊

人　
▼
歪
ん
だ
忌
日
／
西
村
賢　

▼
泣
き
童
子
／
宮
部
み
ゆ
き　
▼

鮎
最
先
端
の
友
釣
り
２
０
１
３
／

　
▼
ぼ
く
が
宇
宙
人
を
さ
が
す
理

由
／
鳴
沢
真
也　
▼
歌
え
！
多
摩

川
高
校
合
唱
部
／
本
田
有
明　
▼

ジ
ョ
ン
万
次
郎
／
マ
ー
ギ
ー
・
プ
ロ

イ
ス　
▼
宇
宙
へ「
出
張
」し
て
き

ま
す
／
古
川
聡　
▼
世
界
地
図
の

下
書
き
／
朝
井
リ
ョ
ウ　
▼
富
士

山
を
撮
る
／
竹
内
敏
信　
▼
子
ど

も
と
登
る
は
じ
め
て
の
富
士
山
／

関
良
一　
▼
ラ
ン
ド
セ
ル
俳
人
の

五
・
七
・
五
／
小
林
凛　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【
ブ
ッ
ク
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
】

①
祝
！
富
士
山 

世
界
遺
産
登

録
世
界
遺
産
が
わ
か
る
本
特
集

②
課
題
図
書
を
読
ん
で
み
よ
う

「生まれ育った田舎で

晴耕雨読の日々を送る」

政治の表裏を知りつくす元新聞記者

清野 勘一 さん（四ノ沢）

▼
新
米
は
総
理
の
「
番
記
者
」

―
政
治
部
記
者
時
代
の
話
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

地
方
の
支
社
局
で
約
10
年
経
験
を

積
ん
だ
あ
と
、
１
９
８
６
年
、
本
社
政

治
部
に
異
動
し
ま
し
た
。
希
望
し
た
部

門
だ
っ
た
だ
け
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
れ
か
ら
退
職
ま
で
主
に
政
治
畑

を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
政
治
部
の
新
米
は
た
い
て
い
総
理
大

臣
の
「
番
記
者
」
に
な
り
ま
す
。
総
理

大
臣
の
そ
ば
に
つ
き
、
コ
メ
ン
ト
を
と

る
仕
事
で
す
。
取
材
相
手
は
国
の
中
枢

で
活
躍
す
る
大
物
政
治
家
。
私
は
ま

だ
30
代
前
半
で
、
最
初
は
緊
張
し
て
う

ま
く
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。
も
ち
ろ
ん
変
な
質
問
に
は
答
え
て

く
れ
ま
せ
ん
し
…
。
他
社
の
新
聞
も
読

み
な
が
ら
日
々
変
わ
る
情
勢
を
頭
に
た

た
き
込
み
、
シ
ン
プ
ル
で
焦
点
を
突
く

質
問
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

総
理
大
臣
は
中
曽
根
康
弘
氏
で
し
た
。

―
思
い
出
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

　
１
９
８
６
年
の
衆
参
ダ
ブ
ル
選
挙
で

す
。
本
社
に
異
動
す
る
直
前
で
、
当
時

も
札
幌
支
社
で
選
挙
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、
自
分
の
指
示
で
当
確
を
出
し

た
候
補
が
落
選
。
選
挙
後
は
お
詫
び
の

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

本
社
政
治
部
へ
の
異
動
内
示
が
取

り
消
さ
れ
る
こ
と
も
覚
悟
し
て
い
ま
し

た
が
、
無
事
異
動
で
き
た
と
き
は
内
心

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
（
笑
）。

　
政
治
部
で
は
毎
日
が
要
人
た
ち
と
の

関
わ
り
。
サ
ミ
ッ
ト
取
材
や
外
遊
先
へ

の
同
行
取
材
も
経
験
し
ま
し
た
。
取
材

の
一
つ
一
つ
に
思
い
出
が
あ
り
、
語
り

き
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
安
倍
総
理
は
父

親
（
安
倍
晋
太
郎
元
外
相
）
の
秘
書
時

代
か
ら
知
っ
て
い
ま
す
。「
早
口
で
せ
っ

か
ち
」
と
い
っ
た
印
象
で
し
た
ね
。

▼
ふ
る
さ
と
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

―
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
中
学
ま
で
は
「
百
姓
を
継
げ
」

と
言
わ
れ
て
い
た
く
ら
い
で
、
記
者
に

な
っ
て
以
降
も
、
い
ず
れ
は
山
形
に
帰

る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
父
は
３
年
前

に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
生
前
は
家
の

将
来
を
気
に
か
け
て
い
て
、
い
つ
か
帰

る
と
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
去
年
９
月
に
60
歳
に
な
り
、
定

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
当
時
は
近
い
う

ち
に
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
選
挙
の
責
任
者
を

務
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
も
う
少
し
社

に
残
る
こ
と
を
決
め
る
と
、
11
月
に
解

散
が
あ
り
、
12
月
に
選
挙
。
一
区
切
り

つ
い
た
１
月
で
退
職
し
、
３
月
に
帰
郷

し
ま
し
た
。
い
ま
は
一
人
暮
ら
し
で
、

家
族
は
東
京
に
い
ま
す
。

▼
45
年
ぶ
り
の
朝
日
町
生
活

―
日
々
の
暮
ら
し
は
い
か
が
で
す
か
？

　

仕
事
は
、
山
形
新
聞
で
週
に
１
回
、

社
説
を
書
い
て
い
ま
す
。
原
則
的
に
毎

週
土
曜
日
が
私
の
記
事
で
す
。
そ
の

ほ
か
、
古
巣
の
共
同
通
信
で
も
２
～
３

週
間
に
１
回
程
度
論
説
を
書
い
て
い
ま

す
。
原
稿
を
書
く
以
上
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
記
事
に
目
を
通
し
、
最
新
の
社

会
情
勢
を
頭
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、講
演
等
も
頼
ま
れ
ま
す
。

先
日
も
同
級
生
が
代
表
を
務
め
る
会

社
で
話
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

―
仕
事
以
外
の
時
間
は
？

　

家
の
畑
で
農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

近
所
の
人
た
ち
や
山
形
市
に
住
む
妹
の

手
を
借
り
な
が
ら
…
。
朝
日
町
出
身
と

は
い
え
、
実
際
に
暮
ら
す
の
は
中
学
生

以
来
45
年
ぶ
り
。
農
作
業
も
完
全
に

素
人
で
、
一
か
ら
学
ん
で
い
ま
す
。

　
地
区
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す

よ
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
側
溝
清
掃
な

ど
の
美
化
活
動
も
。
農
作
業
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
近
所
づ
き
あ
い

は
大
切
で
す
（
笑
）。

　
朝
日
町
は
生
ま
れ
育
っ
た
田
舎
。
今

後
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
晴
耕
雨
読
の
日
々

送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1952年町内四ノ沢生まれ。山形東高から京都大学法学部に進み、
1976年共同通信社へ入社。鳥取、京都両支局、札幌支社勤務ののち、
1986年本社政治部へ。以来ほぼ一貫して政治部。昨年12月の衆院選で
は「総合選挙センター長」として指揮。安倍政権の誕生を政治の表裏両
舞台から見届けた。１月に同社を退職後、3月に帰郷。現在は山形新聞
の客員論説委員として週に1回社説を執筆中。元朝日新聞記者で前大谷
小学校長の長岡昇山形大学プロジェクト教授は高校の同級生で友人。
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♥

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
　
命
て
ん
で
ん
こ
」

町長歳時記

（89）

歴
史
を
乗
り
越
え
て
来
た

人
間
と
自
然
と
の
壮
絶
な
戦
い

　「
津
波
て
ん
で
ん
こ
。
命
て
ん
で
ん

こ
」
岩
手
県
宮
古
市
田
老
地
区
に
伝

え
ら
れ
た
言
葉
で
す
。
て
ん
で
ば
ら

ば
ら
に
逃
げ
ろ
と
言
う
意
味
だ
そ
う

で
す
。
し
か
し
そ
の
真
意
は
、
私
た

ち
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
た
、
深
い

深
い
悲
し
み
の
歴
史
の
上
に
築
か
れ

た
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

を
、
先
日
、
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所

所
長
で
あ
る
山
村
武
彦
先
生
の
講
演

を
お
聞
き
し
、
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

宮
古
市
田
老
地
区
は
こ
れ
ま
で
も

歴
史
の
中
で
、
何
度
も
何
度
も
津
波

に
襲
わ
れ
て
き
た
地
域
で
し
た
。
そ

の
度
に
一
家
全
滅
、
家
系
が
途
絶
え

て
し
ま
う
、
そ
ん
な
家
族
が
何
軒
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
て
ん
で

ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
ろ
。
自
分
の
命
は

自
分
で
守
れ
。
た
と
え
家
族
を
気
づ

か
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

自
分
の
命
を
守
り
通
す
こ
と
を
第
一

に
考
え
行
動
せ
よ
。
な
ん
と
も
胸
の

張
り
裂
け
る
心
痛
い
思
い
で
一
杯
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
が
現
実
な

の
で
す
。
一
人
で
も
い
い
か
ら
生
き

残
れ
。
悲
痛
な
叫
び
が
心
の
中
で
木

霊
し
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
も
、
壊
滅
的
な

被
害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
同
年
三
月

三
十
一
日
付
け
読
売
新
聞
朝
刊
に
写

し
出
さ
れ
た
一
枚
の
写
真
。
父
母
妹

を
津
波
に
奪
わ
れ
、
そ
れ
で
も
母
を

思
い
待
ち
続
け
「
ま
ま
へ　

い
き
て

い
る
と
い
い
ね　
お
げ
ん
き
で
す
か
」

と
ノ
ー
ト
一
杯
に
思
い
を
記
し
、
疲

れ
果
て
小
さ
な
腕
を
枕
に
、
寝
入
っ

て
し
ま
っ
た
少
女
の
寝
顔
。
私
の
記

憶
か
ら
消
し
去
る
こ
と
の
で
き
な
い

一
枚
の
写
真
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

し
く
、
こ
の
幼
い
少
女
の
住
ま
う
地

域
が
、
宮
古
市
田
老
地
区
で
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
う
や
っ
て
歴
史
を
乗
り
越
え
て

来
た
、
人
間
と
自
然
と
の
壮
絶
な
戦

い
の
中
に
、
今
が
あ
る
と
い
う
現
実
。

こ
の
事
を
直
視
し
な
が
ら
、
地
域
防

災
に
あ
た
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
強
く
実
感
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
た
。

朝
日
町
長
　
鈴
木
浩
幸

　大谷風神祭では、各家の玄関先や通りで、絵
付けされた田楽提灯に火が入れられ祭りを彩りま
す。名物の提灯行列は、昔は 200 人以上の列と
なり見事な風景だったそうです。
　大谷の皆さんを講師に、提灯やろうそくを作り
風神祭で灯しましょう！大谷地区で提灯を新調し
たい方も大歓迎です。

▶日　時　8 月 25 日（日）　午前 9 時～ 12 時
▶場　所　大谷往来館
▶講　師　枠組み / 畑 俊美さん（大谷二）
　　　　　紙貼り・絵付け / 柏倉儀一さん（大谷三）
　　　　　蜜ろうそく / 安藤竜二さん（大谷一）
▶持ち物　金づち　　▶参加費　無料　　▶定員　15 人
▶対　象　どなたでもどうぞ。（ただし小学 4 年生以下は保護者同伴）
▶点　灯　大谷風神祭　8 月 31日（土）午後 6 時半～
▶主　催　大谷風神祭シンポジウム実行委員会
　　　　　（委員長…白井淑浩大谷連合区長）

【大谷風神祭シンポジウム】
250 年以上続けられている「大谷風神祭」は、台風などの風水害を鎮
め豊作を祈る夜祭りです。9 月 29 日、大谷の方々と東北文教大学の
菊池和博教授をバネラーにシンポジウムを開催します。あわせてご参
加ください。

▶申込み、問合せ先
NPO 法人朝日町エコミュージアム協会　☎６７－２１２８

作品は風神祭本番で点灯
小学生は行列に参加できます！

  大谷風神祭の田楽ちょうちんを作りませんか？

７月１日～ 31日届出

（※外国人を含む）

区　名 死亡者氏名 世帯主名

常　盤　　　稲　村　幸　子　　　小野美代子
元　町　　　安　藤　市　三　　　　實　
栗木沢　　　遠　藤　ゆり子　　　育　雄
常　盤　　　長　岡　健　治　　　利　治
常　盤　　　佐　竹　と　よ　　　恒　代
能　中　　　志　藤　は　な　　　寬　一
中　沢　　　五十嵐　　　忠　　　三　男
白　倉　　　阿　部　末　子　　　則　夫
前田沢　　　熊　谷　留　吉　　　　隆　

やすらかに

人口と世帯数

●平成２５年　７月３１日現在
　人　口　７，７３７ 人 (－２２)
　　　男　３，８１５ 人 (－１２)
　　　女　３，９２２ 人 (－１０)
　世帯数　２，４８５世帯  (－　１)

(　　)内 前月比
--------　７月中の異動　--------

出　生　  １人　転　入　　１人
死　亡　  ９人　転　出　１６人

Obituaries

Population

　表紙の写真

　７月 27 日、豪雨被害を受けた下芦沢地区。送橋川
の近くでは、家屋が建つ地面と水面の境がわからなく
なるほど水かさが増え、消防団が土のうを配置。浸水
被害を最小限に食い止めようと努めました。

おしあわせに

菅  井  俊  樹
（小　原）

五十嵐  真理子
（中　沢）

Marriages

巨大キノコ「オニフスベ」太郎に出現
　長岡継一さん（太郎一＝
写真）宅のそばに自生した
もの。夏から秋にかけて、
竹やぶ、広葉樹林、草地な
どに生えるといい、直径は
20 ～ 40ｃｍにもなります。
食べることも可能です。
　「実は去年も同じ場所に出
たんだよ」と長岡さん。「来年
出たらぜひ食べてみて」と冗
談交じりに話していました。 左下の球体のものがオニフスベ
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情報を
求めている人がいる

　

近
年
に
な
い
豪
雨
が
山
形
県
、
そ
し

て
朝
日
町
を
襲
い
ま
し
た
。
災
害
と
は
い

え
、
こ
う
し
た
出
来
事
を
記
録
す
る
の

も
広
報
の
役
割
。
断
水
を
免
れ
た
水
道

の
記
事
も
含
め
、
16
ペ
ー
ジ
の
大
型
特

集
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
は
、
東
日
本
大
震
災

後
に
受
講
し
た
研
修
が
と
て
も
役
立
ち

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
災
害
広
報
を
考
え

る
」。「
情
報
を
こ
ま
め
に
出
す
こ
と(

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）」「
様
子
を
し
っ
か
り
記
録
し
、

後
世
に
伝
え
る
こ
と
（
広
報
誌
）」。
研
修

で
学
ん
だ
こ
の
２
点
を
心
が
け
、
何
度
も

現
場
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

特
に
重
要
性
を
感
じ
た
の
が
前
者
で

す
。
７
月
18
日
の
豪
雨
で
は
、
午
前
中
の

う
ち
に
土
砂
崩
れ
や
増
水
し
た
河
川
を
取

材
。
正
午
過
ぎ
に
写
真
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
ま
し
た
。
掲
載
コ
ー
ナ
ー
の

閲
覧
者
数
は
通
常
、
多
い
日
で
も
１
５
０

程
度
で
す
が
、
こ
の
日
は
１
５
０
０
以
上

を
記
録
。
情
報
を
求
め
て
い
る
人
の
多
さ

を
あ
ら
た
め
て
実
感
じ
ま
し
た
。

　
お
盆
期
間
中
は
、
各
家
庭
で
多
く
の
ご

親
類
や
お
客
様
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
遠
方
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
も
、

故
郷
の
状
況
が
わ
か
る
よ
う
、
今
後
も
的

確
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

佐
久
間　
淳

　常盤水口の楯山東側にある水口十一面観音堂は、
当地方における江戸中期の代表的観

かん
世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

三
さん

間
げん

堂
どう

として貴重であることから、昭和 62 年（1987）、町
の有形文化財（建造物）に指定されました。本尊の
十一面観世音菩薩は、五百川三十三観音霊場の第一
番札所として信仰を集め、今なお巡礼者が来訪して
います。お堂の整備については、屋根の茅葺きをはじ
め、常盤区が町が補助を受けながら実施しています。

　町教育委員会では昨年、文化財の説明看板を新し
くしようと、お堂の建立年代に関する詳しい調査を実
施。すると、お堂内にある厨

ず し
子（本尊を安置する入れ物）

に棟
むなふだ

札（建物の建築・修築の記録・記念として、 棟木・
梁など建物内部に取り付けた札）らしきものが確認さ
れました。本尊の十一面観世音菩薩は秘仏とされてお
り、通常は拝観できない状態ですが、委員会では建物
の年代を特定する上で、正式な調査が必要と判断。こ
れを受けた地区の皆さんが御開帳を決め、あわせて調
査が行われることになりました。

　約 240 年ぶりとなる御開帳。水口観音の祭礼に合
わせて実施され、15 日は八ッ沼若宮寺を導師に開帳
法要も行われます。この機会にぜひ拝観ください。

水口十一面観音（常盤）の 御開帳
240 年ぶり

　「地域の古文書等によると、『宝永３年（1706）百
年目開帳』とあり、次いで『安永３年（1774）御開
帳』とあるだけです。他に記録が見当たらないこと
や、地区の皆さんも覚えがないということから、実に
240 年ぶりの開帳になるものと考えられます」

▶日時　８月15 日　午後 2 時～
　　　  （８月 21日までの予定）

町文化財保護委員会
長岡 信悦 副委員長

▲町指定文化財の水口
十一面観音堂（常盤）
▶本尊が安置されてい
る厨子（お堂内）
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